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開 議 午後 ３時３４分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会 議 録 署 名 

議 員 の 指 名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

 １番   佐々木   勝 議員 

 

 ２番   澤 上   勝 議員 

 

議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

事務局長 

（小向正志君） 

 

 それでは、本会議を始めますので、ご起立願います。 

 礼。ご着席ください。 

 

会議成立 

開議宣告 

西舘議長  ただいまの出席議員数は１４人です。定足数に達しております

ので、直ちに会議を開きます。 

 

  （開会時刻 午後 ３時３４分） 

 

 西舘議長  つきましては、予算特別委員会の終了後本会議を再開する予定

ですので、本日の会議は時間延長いたします。 

 それでは、ここで暫時休憩いたします。 

  （休憩 午後 ３時３４分） 

 西舘議長  休憩を解き、会議を再開します。 

  （再開 午後 ４時５５分） 

 西舘議長 

 

 なお、３番、馬場正治議員、１１番、澤頭好孝議員は欠席であ

ります。 

 大川農業委員会会長は、本日所用のため欠席との申し出があり

ましたので報告いたします。 

 

議事日程報告 西舘議長 

 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

   ここで環境保健課長より、２番、澤上 勝議員からの質疑につ

いて答弁漏れがあり、答弁したいとの申し入れがありましたの

で、これを許します。 
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 環境保健課長。 

 

答弁 環境保健課長 

（柏崎勝徳君） 

 議長のお許しをいただきまして、昨日の議案第１７号、令和元

年度おいらせ町国民健康保険特別会計補正予算の審議において、

澤上 勝議員からご質問のあったジェネリック医薬品利用差額

通知業務について答弁漏れがございましたので、ご報告させてい

ただきます。 

 ジェネリック医薬品利用差額通知業務とは、医療機関受診者の

うち、先発医薬品を服用している方がジェネリック医薬品に切り

かえた場合、薬代の自己負担がどのくらい安くなるのか試算を

し、その差額が２００円を超える方に対して、はがきにて通知す

るものです。つまり、既にジェネリック医薬品を利用している方

や差額が２００円を超えない方には通知されないということで

ございます。これを年２回、青森県国保連合会に業務委託してい

るものであります。１件当たり９３円で、令和元年度では約８５

０通、７万９，０００円の支出を見込んでおります。 

 なお、この委託に係る経費につきましては、県の特別交付金と

して交付されることになっております。 

 ジェネリック医薬品に切りかえることで薬剤費の抑制が図ら

れ、被保険者の自己負担額の軽減や国保財政の健全化が図られる

ものであります。 

 その場で答弁できず、大変申しわけありませんでした。 

 以上、報告させていただきます。 

 

 西舘議長 

 

 日程第１、議案第２４号、令和２年度おいらせ町一般会計予算

についてから、日程第８、議案第３１号、令和２年度おいらせ町

病院事業会計予算についてまで、以上８議案を一括議題としま

す。 

 お諮りします。 

 議案第２４号から議案第３１号に対する委員長報告は、会議規

則第４１条第３項の規定によって省略したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  異議なしと認めます。 

 したがって、委員長報告は省略することに決定しました。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－６－ 

 これより、議案第２４号から議案第３１号までの８議案につい

て、一括して質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これより、議案第２４号から議案第３１号までの８議案を一括

して採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  異議なしと認めます。 

 よって、議案第２４号から議案第３１号までは、原案のとおり

可決されました。 

 

 西舘議長  日程第９、発委第１号、おいらせ町長の専決処分できる軽易な

事項の指定についての一部を改正することについてを議題とい

たします。 

 発委第１号については、会議規則第３９条第２項の規定によ

り、提出者の説明は省略したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  異議なしと認めます。 

 したがって、発委第１号は、説明を省略することに決しました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。 

 討論ありませんか。 
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 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから発委第１号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 西舘議長 

 

 日程第１０、議案の条例について、本日３月１２日に提出され

た報告第１号及び議案第３２号を上程いたします。 

 町長からの提案理由の説明を求めます。 

 演壇にてお願いします。 

 町長。 

 

提案理由の 

説明 

町長 

（成田 隆君） 

 議員各位には、本定例会最終日に追加提案させていただくこと

に当たり、ご理解とご協力を賜りまして、厚くお礼申し上げます。 

 それでは、本定例会に追加提案いたしました議案の提案理由を

ご説明申し上げます。 

 初めに、報告第１号、自動車事故に係る損害賠償の額の決定に

係る専決処分の報告について、ご説明申し上げます。 

 本件は、令和元年１１月１７日に発生した、町所有車両と一般

車両との自動車事故に係る損害賠償について、車両損害に対する

賠償額が確定したため、去る３月６日付で専決処分を行ったもの

であります。 

 次に、議案第３２号、損害賠償の額の決定及び和解について、

ご説明申し上げます。 

 本案は、本年２月１９日に発生した、町所有車両と一般車両と

の自動車事故に係る損害賠償の額を決定し和解するため、地方自

治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により提案す

るものであります。 

 以上、追加提案いたしました議案につきまして提案理由を申し

上げましたが、詳細につきましては、審議の過程におきまして、

本職を初め、担当課長に説明させますので、何とぞ慎重にご審議

の上、議決いただきますようよろしくお願い申し上げます。 
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 西舘議長 

 

 以上で提案理由の説明が終わりました。 

 西舘議長 

 

 日程第１１、報告第１号、専決処分の報告についてを議題とい

たします。 

 本件は、自動車事故に係る損害賠償の額の決定について、報告

をする件であります。 

 当局の説明を求めます。 

 総務課長。 

 

当局の説明 総務課長 

（泉山裕一君） 

 それでは、報告第１号について、ご説明申し上げます。 

 議案書の１ページから３ページをごらんください。 

 本件は、損害賠償の額を定めることにつきまして、地方自治法

第１８０条第１項及びおいらせ町長の専決処分できる軽易な事

項の指定について第１号の規定により、去る３月６日付で専決処

分を行ったものであります。 

 その内容につきましては、令和元年１１月１７日午後４時２５

分ごろ、おいらせ町向川原地内において、町職員の運転する公用

車と走行中の一般車両が接触し、相手方車両の右ボディを破損さ

せたものであります。 

 損害賠償額は、右ボディ修理代金７万２，２９２円で示談が成

立しております。 

 なお、損害賠償額につきましては、全額、一般財団法人全国自

治協会自動車損害共済により支払われるものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 西舘議長 

 

 説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 ８番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 ８番です。 

 今、事故の概要が説明ありましたけれども、これは多分、職員

が運転して事故を起こしているわけで、多分、私の予測だと行政

職員じゃないかなと思いますけれども、職員が公用車を運転する

業務というのは、命令は誰がするのか。例えば、これは軽易な金
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額的に少ないんですけれども、人身があった場合とか本人に刑事

罰が科された場合、この対応というのは、公務ですから、最終的

に町が責任を負うことになると思いますが、この辺の扱いについ

て説明いただきたいと思います。 

 

 西舘議長  総務課長。 

 

答弁 

 

総務課長 

（泉山裕一君） 

 まず、公用車を運転する命令を誰がするのかという形になって

おります。 

 基本的には、公用車自体は職員がどなたでも乗るような形にな

っておりますけれども、最終的には、その公用車を乗る責任とい

うのに関しては、その課に関しては課長だと思いますし、全体的

なことに対して見れば、やはり一番上の町長になろうかと思って

おります。 

 あと、それから、人身事故とかそういうふうな形の大きい事故

に発展した場合は、どのような形になるのかという形になりま

す。 

 先ほども言いましたけれども、今、全車両に関して見れば、全

国自治協会自動車損害共済のほうに加入しておりますので、そち

らのほうの保険会社のほうと対応を協議するような形になると

思います。 

 以上になります。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 補償の場合は、保険に入っているわけだからいいわけですけれ

ども、例えば、過失割合とかそういうふうなもので、こちらが一

方的に過失が１０になった場合、刑事罰、個人的に免許証の処分

を受けるわけですけれども、そういうふうな場合の対応です。私

が言っているのは。免許停止とか罰金とかそういうふうなものが

科された場合の、これも保険で対応できるのか。職員に瑕疵があ

った場合、町の処分とかそういうふうなものがないのか。命令は

課長が出す。命令権者が課長で、事故があって課長に責任をとら

せる、負わなければならないのか。金額的に多くなって、最終責

任として町長が責任をとって対応するのか。これらについて確認
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をしたいと思います。 

 

 西舘議長 

 

 総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 職員のほうに関してみれば、何もないのかと、何もないわけご

ざいません。その事故の大きさによって処罰を受ける形になりま

す。それは、職員自体が守られるという、職員に一番最初原因が

ございますので、そこはきっちり職員がそれ相当の処罰を受けた

上という形になります。 

 あと先ほど言ったみたいに、個人の免許が減点されるという話

になりますけど、それはあくまでも個人職員が、その自分の免許

を使って運転した形になりますので、そこに関しては町が何ら補

塡するものはないものと思っております。 

 以上になります。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 そうすると、職員は、自分で運転したくない場合、したくない

というのは、こういうふうな形であったら、私は、さっき課長が

言ったように、全車両、共済の保険を掛けているから誰でも乗れ

るんだというふうなことではならないと思いますよ、私は。安心

して仕事ができないじゃないですか。ほんとにこういうふうな形

で、私はね、今まで、本来公務であれば、専属の運転手が配置さ

れて、職員が乗って移動してあったんですけれども、町長はそう

なっているでしょう。職員だけ公用車自由に乗せて、仕事させて、

事故があって、職員が過失があるんだというような形で処分をす

る。仕事できないんじゃないですか、こういうふうなのだったら。

私は本当にね、幾ら法的に守ってあっても、相手との損害が、自

分がいい条件であっても、相手が例えば損害が大きくなった場合

は、保険の負担割合、そしてまた刑事罰、そういうふうなのが必

ず科されるわけですから。本当にね、今、私説明聞いて、これだ

と職員はとてもじゃないけれども、本当に安心して仕事できない

んじゃないかと思いますよ。だから、課長の責任というのはどこ

までいくんですか。ほとんどみんな個人に責任が与えられて、罰

金も自分で納める。それから、免許停止も受ける。自分の車乗れ
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なくなって通勤できなくなったりなんかするわけでしょう。ほん

とにこれでいいのかなというふうな思いが、私するんですよ。や

っぱり、特にね、女性の職員、見れば、保健師とかああいうふう

な地域に出ていく女性の方についてはですよ、気配り、目配りを

しながらやっていかないと、多分、今のあの当事者というのは女

性だと思いますけれども、この辺もあわせて説明願います。 

 

 西舘議長  総務課長。 

 

答弁 

 

総務課長 

（泉山裕一君） 

 まず、女性ではないかというお話ですけど、男性でございます。 

 以上になります。 

 

 西舘議長 

 

 副町長。 

答弁  副町長 

（小向仁生君） 

 私からも答弁させていただきます。 

 確かに議員おっしゃるように、運転業務を主とする職業も公務

員の中にはあることは承知しておりますし、今までもそのような

形で過去やってきた経過がございます。 

 ただ、今は、そういうふうな職務としての採用を控えておりま

して、というのは、全職員が免許を持っているという状況の中で

は、やはり時代錯誤といいますか、時代に合わない勤務をする状

況にあるんで、あくまでも課長が旅行命令をかけて、安全運転、

法令を守って安全運転に徹して職務を遂行しなさいというふう

なことで命令をかけているわけですから、その中で、それを拒む

ようなことがあれば、あとは公共交通機関を利用してそこまで行

くというふうな状況になるかと思います。ただそれが、何ていう

んですか、時間的な制約、それから、相手もあることですから、

そういうふうなことを考えていくと、非効率的だというふうなこ

とで、今はどこの市町村も、公務員だから運転させられないとい

うふうなことではなくて、民間企業と同じような形で公務員にも

運転をさせているというふうな状況でありますので、そこのとこ

ろをご理解いただきたいというふうに思います。 

 

 西舘議長  次に、５番、木村忠一議員。 
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質疑 ５番 

（木村忠一君） 

 ５番、木村です。 

 前段を略して端的に質問いたします。 

 今、平野議員のほうからもご質問がございまして、重複する部

分もございます。 

 職員の皆様には、業務、一生懸命やっている中で、不幸にして

事故になられると、本当にお見舞いを申し上げたいと思います。

しかしながら、今、副町長もお話ししたとおり、私は、車の運転

も業務の一部だというふうに考えております。 

 そこでお伺いしたかったのが、事故状況の説明、それから、当

方の損害額、これらは明記されておりません。そして、過失割合。

このことについてお伺いをしたいと思います。 

 

 西舘議長 総務課長。 

 

答弁 

 

総務課長 

（泉山裕一君） 

 事故の状況になります。 

 鮭まつりの後片づけの最中、土手から、土手の上の道路、上が

るところなんですけれども、その上がり際のところで一般車両

と、こちらのほうはトラックが接触をしたという形になります。 

 それで、過失割合に関しては、５０対５０になっております。

この過失割合に関しては、どちらも主張が食い違っておりまし

て、町の主張といたしましては、町車両が停車して、相手車両が

通過するのを待っていたのに対して相手が接触したと。相手方に

関しては、右折時に町車両がバックしてきて接触したということ

で、双方意見が食い違ったままいきまして、最終的には５０対５

０の割合で保険会社同士でお話し合いがついて、双方お互いそれ

を認めて示談が成立したという形になります。 

 以上でよろしいでしょうか。 

 

 西舘議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 以上で報告第１号を終わります。 

 

 西舘議長  日程第１２、議案第３２号、損害賠償の額の決定及び和解につ

いてを議題といたします。 
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 当局の説明を求めます。 

 総務課長。 

 

当局の説明 総務課長 

（泉山裕一君） 

 それでは、議案第３２号についてご説明申し上げます。 

 議案書の４ページ、５ページをごらんください。 

 本案は、損害賠償の額を決定し、和解をすることにつきまして、

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、

議会の議決を求めるものであります。 

 事故の概要につきましては、本年２月１９日午前９時２０分ご

ろ、おいらせ町向山東地内の町道において、前方に事故車両があ

り停車していた相手方車両に、町職員の運転する公用車が、路面

凍結でとまり切れず追突し、バックドア及びリアバンパー等を破

損させたものであります。 

 和解の内容といたしましては、損害賠償額として５５万円を支

払い、その後は一切の債権債務関係がないことを確認するもので

あります。 

 なお、損害賠償額につきましては、全額、一般財団法人全国自

治協会自動車損害共済により支払われるものであります。 

 補足してご説明いたしますけれども、こちらのほうに関して

は、あくまでも事故車両があって、その事故車両をよけるために

待っていた一般車両に、公用車の車両がとまろうと思ってブレー

キをかけましたが路面凍結でとまり切れず、相手車両にぶつかっ

たものでございます。 

 こちらの過失割合につきましては、町が１００、相手方がゼロ

になっております。それで、今双方のほうで、保険会社同士で話

し合いがつきましたので、この示談書を取り交わすために議会の

議決、こちらのほう専決は５０万円未満になっておりますけれど

も、５０万円以上になりましたので、議会の議決を求めるような

形になります。 

 以上になります。 

 

 西舘議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 ８番、平野敏彦議員。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－１４－ 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 さきの部分でも確認しましたけど、今過失割合が１００対ゼロ

というふうなことでわかりました。停止している車に追突した。

損害賠償が５５万円で払った。 

 じゃあ町のほうの損害というのは、町の車両の損害というのは

幾らになるんですか。さっき木村さん聞いても答えてなかったと

いうふうな、さっきのと２つ答えてくださいよ。 

 

 西舘議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 申しわけございません。答弁漏れがありました。 

 最初の報告で上がっていたのは、町のほうはゼロです。トラッ

クの後ろのレバーのところの塗装が剝げた程度ですので、その補

修はしないということで決定しましたので、町はゼロになってお

ります。 

 次、議案のほうに出していました町車両に係る修理見積額にな

りますけど、約４４万円になります。 

 以上になります。 

 

 西舘議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありません

か。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 

 

 

西舘議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第３２号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程終了の 

告知 

西舘議長  以上で、本定例会の会議に付された事件は全て議了いたしまし

た。 
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 ここで、教育長から発言したい旨の申し出がありましたので、

これを許します。 

 教育長。 

 

 教育長 

（松林義一君） 

 お疲れのところ大変申しわけありません。報告をさせていただ

きます。 

 総理大臣の一斉休業を受けて、臨時校長会を２月２８日に開い

て、３月５日から２６日までの臨時休業を決めたわけですけれど

も、その３日間猶予を与えました。その３日間のうちにもう既に

６８名の子供たちが自宅待機を始めております。現在、家庭訪問

とか電話等で対応しているわけですけれども、そして、議会開会

中でありましたけれども、抜けて出させていただいて、３月１０

日火曜日にまた臨時校長会を開きました。 

 その結果、中学校の卒業式は３月１３日、あしたになりますが、

このような形で行うことに確認しました。卒業学年と保護者のみ

の出席とする。そして、短時間の開催のために、来賓なし、校長

式辞のみということにしました。在校生は代表者１名のみ。それ

も保護者の許可を受けて出席してもらう。換気とか間隔をあける

配慮をしながら、教育委員会からは給食センター及び環境保健課

からの消毒液、マスクを提供することにしております。 

 それから、小学校の卒業式は、中学校と同様ということで考え

ております。 

 なお、３月２６日予定の修了式、１年間の終わりですけれども、

修了式も取りやめということにしました。 

 それから、次年度の入学式４月７日ですが、現時点では、卒業

式と同様に実施する予定であります。これらも次回の校長会で確

認をしていきたいと思っておりました。 

 未履修の対応ですけれども、中学校３年生の未履修はありませ

んでした。それから、小学校１年生から中学校２年生までの未履

修がもしある場合は、きちんと確認した上で次年度につなげると

いうことにしております。 

 それから、児童館及び児童クラブ、児童教室についてですが、

それぞれ対応が困難な状況の際には、町民課と協議しながら学校

体育館等を開放することにしておりますが、もう既に学校の体育

館とかグラウンドを使用している例もあります。 
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 高校受験について、３月１０日火曜日に行われました。予定さ

れた受験生は全て全員試験会場に入っております。マスクをその

際提供しております。 

 春休み中の部活動、春休みというのは３月２７日からですが、

春休み中の部活動及びスポ少のことについては、国の専門家会議

の報告等を参考にすることになるんですが、次回の校長会、あし

たも臨時の校長会開きますが、もう一つ予定しているのは３月２

４日あたりの臨時校長会で、そのことの確認をしていきたいと思

っていました。国の動向あるいは感染の状況がどのようになる

か、まだ見通せない状況がありますので、少し臨時校長会、まめ

に開きながら、１週間先、２週間先のことを検討していきたいと

思っていました。 

 以上報告です。 

 

 西舘議長 

 

 次に、町長から発言したい旨の申し出がありましたので、これ

を許します。 

 演壇にてお願いします。 

 

 町長 

（成田 隆君） 

 閉会に当たって、一言お礼申し上げます。 

 議員各位には年度末の大変ご多用のところ、令和２年第１回お

いらせ町議会定例会にご参集いただき、また、提案いたしました

令和２年度各会計の予算案を初め、全ての議案について議決賜

り、厚くお礼申し上げます。 

 今定例会の審議の過程でいただきましたご意見、ご提言を十分

に踏まえ、引き続き、真摯に町政運営に取り組んでまいりたいと

考えております。 

 さて、連日、新型コロナウイルス関連のニュースが報道されて

おります。世界規模での感染が広がる中で、当町においても不測

の事態が発生することも考えられることから、引き続き関係機関

との連携を密にし、しっかりと情報収集を行い、対応していくこ

ととしております。 

 最後に、議員皆様におかれましても、体調管理には十分留意さ

れまして、ますますのご活躍をご祈念申し上げ、閉会に当たって

の挨拶といたします。 

 ありがとうございました。 
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閉会宣告 西舘議長  これで会議を閉じます。 

 これをもちまして、令和２年第１回おいらせ町議会定例会を閉

会いたします。 

 ご苦労さまでございました。 

 

  （閉会時刻 午後 ５時２６分） 

 

 事務局長 

（小向正志君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 
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